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『西南アジア研究』投稿規程

1　投稿先　日南アジア研究会　干606　一　8501京都市左京区轡田本町　京都大学文学部内

H　原

　1　原稿は横書きとし．同じ内容の電子ファイルを使胴ソフト名明記の上添付すること。ただし

　　手書きの場合は，2GO字誌原稿用紙に横書きとする。

　2　論文は注を含め400字詰原稿用紙60枚程凌，研究ノート・研究動向は30枚程度を．熱限とす

　　る。

　3　論文等すべて1一穣禦りで完結するものとし，運載はしない。

　4　採否は編集委員会が決定し，手口しを求めることもある。

　5　原稿は返却しない。ただしLSについては，投稿時に串し入れがあれば返却する。

　6　投稿者は本誌の体裁にしたがい，以下の書き方に統一すること。

　a．第1頁に表題・氏名，第2頁にその英訳第3頁以下を本文とし．注・文献表を含めて通

　　　し頁をうつ。

　b．章はローマ数字，節はアラビア数字（算用数字）で示す。ただし章節の表題の有無は自曲

　　である。

　　c．注は別紙おこしとし，本文の後ろにつける。注の書き方は次のとおりとする。

　　　　王〉　この場合，帝王の叙任は……

　　　　　　どちらともいえない。

　d．出典と引用貰のみの注記は本文串にする。参考文献を［Fussman！978：94983．あるい

　　は［RS：25］として本文串の当該箇所末尾に入れる。なお94　一　98，25などは引用頁である。

　　e．dによって生じる文献蓑をつくりt燐紙おこしで注の後ろにつける。筆者姓ABC順とし，

　　欧文，和文，単文を混記する。同文は嵜多騰による。書式は，下のWのとおり。

　　f．雑誌などの三三は本誌の表紙うらの方式にしたがうこと。単行本・雑誌は，欧文ではイタ

　　　リック指示，棚・中文では『露に入れ，論文表題は揺弧をつけず，裸のままにする。巻数

　　は算用数字とし．母数は（）に入れて，3（1），4（3－4）［3，4暑合併号の場舎3などとす

　　　る。Vol．，　Partなどの表激はしない。なおロシア文字はイタリックを周いない。

　7　以上によ｝）　．文字糠稿は，予州・氏名，莫文表題・氏名，本文・注，文献表より成る。

簸　図の原稿

　圭本誌ではアート紙・折り込み図表は使わない。

　2　したがって版難！3×20Cmを考慮すること。

　3　図はそれぞれ霧紙に作成し，通し番号をつけ，各関の天地を明確にすること。

　4　たとえば図3などが複数の写真などで構戒されるときは，版醸に入るよう考懸のうえ，廉来

　　上り図を作成すること。個々の図は，図！からの通し番勢とする。

　5　図の説明文（キャプシuン）は図に記入せず，B5版200字詰原稿用紙に書き，他の文字原

　　稿の末尾につけておくこと。

　6　本文原稿に麟の挿入箇所を明示すること。原稿頁の右下にflX　2挿入」などと朱書し，出来

　　上りの面積（享5x霊8cm），頁における位澱（上下左右など）を指示すること。

　7　そのままで版下になる図をつくること。場合によっては，別途に経費を申しうけることがあ

　　る。
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1V　文献表の書き方

参考文献

IBi

DAI：　（引用した資料の謡曲’，および表紙裏にll己載していない雑誌などの略．号をアルファ

GAR：　ベット順に配列し，コロンに続いてフルタイトル表記）

Tr．　ld，：

Ackeinaltn，　H．　Ch．　（｝975）　Alarrative　Stone　Reiiefs　from　Gandharct　in　the　Victoria　and　Agbert

　　　　Mteseum　in　London　：　Cata／o．cr．　ite　and　AttemPt　at　a　Sty／isttlc　ffistory．　Rome．

Allckiit，　F．　R．　（1968）　Ai”chaeoiogy　and　the　Date　of　Kanishka：　The　Taxiia　Evidence．　ln：

　　　　Basham，　A．　L．　（ed）　PaPers　on　tlze　Date　of　Kanishlect．　1．eiden，　4一　34，

BUhler，　G．　（1894）　The　Bhattiprolu　lnscriptions．　EPigraPhia　fndica　2，　323　一　329．

BLirgess，　J，　（！970）　The　Btcddhist　StztPas　of　A　mantvatt；　and　．frtggayyaPet’ct　in　tlze　Krislzna　Dis－

　　　　trict，　！1ifadras　PresidencJ，，　SurveJ，ed　in　！882　（rep　ed）．　Varanasi．

ErringtoR，　E．　（1987）　Tahkal：　Tke　NiReteenth－Century　Record　of　Two　Lost　Gandhara　Sites．

　　　　BSOAS　50（2），　301－324．

Gelder，」．　M，　vaR（tr）（1963）痂πα麗Srautasu－tra　Belon．f　ing　to　t／2e　A4aitrdiJ，azii　Sai～zlzitdi（1985

　　　　rep　ed）．　VaranasL

Kurita，1．　（1988）　Gandharan　Art　I：　The　BZtdd／za婦　・乙旋　Sto　rJ，．　メlncient　BZtddhist　Art　Series

　　　　I－ll，　Tokyo．

KLiwayama，　Sh．　（1994）　The　Hoyizon　of　Begram　III　and　Beyond　i　A　Chyonological　lnterpreta－

　　　　tion　of　the　Evidence　for　Monuments　in　the　KapiSi－Kabul－GhazRi　Region，　E　W　41

　　　　（1－4），　79－！20．

Le　Berre，　“／r．　＆　D．　SchlLimberger　（！964）　ObservatioRs　sur　Les　retnparts　de　Bactres．　Monz｛ments

　　　　Prti－fslamic／tte　d’Afghanistan．　MDAFA　19，　6！　一　105．

Marshall，　J．　（19！4）　Sha－ji’一ki－Dheri．　Annztal　RePort　of　the　Director－G”eneral　of　Archaeology，　Ar－

　　　　c／zaeological　Surve．v　of　Indict　1，　19］1－12，　Calcutta，　I　I，

Marshail，　J，　〈19i8）　A　Guide　to　Taxila，　CaicLitta．

Marshall，　」．　（1936）　A　Gzeide　to　Taxila　（3rd　ed）．　DelhL

MarskalE，」，　（195！）　Taxila：An　fllustrated　AccoztntArchaeolo．．crical　l！）xcavntions　1－di．．　Cambridge，

IVIarshall，　」．　A，　Foucher　＆　INS．　G．　Majumdar　（1940）　Tlze　］40nt｛ment　ofSd77clzi　1　一III．　Deihi．

安藤志朗（1985）ティムール朝Shah　Rukh即下の中核amir『東洋史研究」43（4），4－！！，

丁目正進（！987）『大唐薩域記函（訳注）σ大乗佛典』中身篇9＞林檎杜．

佐藤　長（1979＞『チベット歴史地理研究」岩波書店．

曾　問蕎（野見山温訳＞G945＞妓郷西域経論輝上　東光書林．

田猿正（！978）六朝建築の設計規準由本五郎（編）『中田科學史研究』平凡裡二，39－66，

　ご投稿のお願い

　より充実した誌颪をお届けできますよう，会員の皆様の活発なご投稿をお待ち申し上げ

ております。論文，研究ノートに限らず，研究動向その他，有益な各種情報もお寄せ下さ

りますようお願い申し上げます。なお，原稿作成の際には，上記の投稿規程をご参照いた

だけますようお願い致します。


